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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第68期

第３四半期
連結累計期間

第69期
第３四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 2017年５月１日
至 2018年１月31日

自 2018年５月１日
至 2019年１月31日

自 2017年５月１日
至 2018年４月30日

売上高 (千円) 25,119,875 23,431,461 34,284,134

経常利益 (千円) 1,890,298 1,170,710 2,151,552

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,298,815 747,595 1,457,218

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,608,918 731,880 1,465,201

純資産額 (千円) 14,474,909 14,663,561 14,331,192

総資産額 (千円) 25,222,200 24,412,996 27,598,242

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 140.51 80.98 157.73

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 57.34 59.88 51.88
 

 

回次
第68期

第３四半期
連結会計期間

第69期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2017年11月１日
至 2018年１月31日

自 2018年11月１日
至 2019年１月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 47.27 18.31
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号　2018年２月16日)等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標等

については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社および連結子会社)が判

断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号　2018年２月16日)等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、財政状態については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値を用いておりま

す。

(1) 経営成績

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで、緩やかな回復基調で推

移いたしました。世界経済につきましては、欧米を中心に緩やかな回復基調で推移いたしましたが、米中貿易摩擦

の動向が世界経済に与える影響や海外経済の不確実性、金融資本市場の変動の影響など、景気の先行きは依然とし

て不透明な状況で推移いたしました。

当社グループの主要得意先である自動車関連企業につきましては、国内での生産台数は前年同期並みで推移して

おり、設備投資や研究開発投資につきましても引続き堅調に推移しております。

このような経済環境のもとで当社グループは、2021年４月期を最終年度として策定いたしました中期経営計画に

基づき、当社グループが保有する各事業の連携によるトータルソリューションの提供、コアコンピタンスである接

合ソリューションの深化による新ユーザー層に向けての多角的な展開、グローバル展開のための製品力強化など、

市場のニーズに先行ないし同期する形で事業基盤の強化に取組んでおります。

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は234億３千１百万円と前年同四半期に

比べ16億８千８百万円(△6.7％)の減収となり、営業利益は11億２千３百万円と前年同四半期に比べ６億１千６百万

円(△35.4％)、経常利益は11億７千万円と前年同四半期に比べ７億１千９百万円(△38.0％)、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は７億４千７百万円と前年同四半期に比べ５億５千１百万円(△42.4％)のそれぞれ減益となりまし

た。

セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

(日本)

日本につきましては、堅調な設備投資需要を背景に生産設備の販売に努めましたが、前年同四半期に計上したエ

ンジニアリング機能を付加した設備販売の減少を補うには至らず、売上高は194億６千７百万円と前年同四半期に比

べ12億６千６百万円(△6.1％)の減収となり、加えて前年同四半期には為替変動による増益要因もあったことなどに

より、営業利益は５億８千４百万円と前年同四半期に比べ３億６千４百万円(△38.4％)の減益となりました。

(米国)

米国につきましては、自動車関連企業の設備投資が延期になるなど自社製品の販売が減少したことなどにより、

売上高は30億２千９百万円と前年同四半期に比べ６億３千１百万円(△17.2％)の減収となり、営業利益は２億７千

万円と前年同四半期に比べ３億６千７百万円(△57.6％)の減益となりました。

(中国)

中国につきましては、自動車関連企業向け自社製品の販売が増加したことなどにより、売上高は22億１千２百万

円と前年同四半期に比べ５億９千８百万円(37.0％)の増収となり、営業利益は１億４千６百万円と前年同四半期に

比べ８千４百万円(136.9％)の増益となりました。

(タイ)

タイにつきましては、景気の回復には今しばらく時間を要する見込みでありますが、自動車関連企業向け設備の

据付が増加したことなどにより、売上高は８億９百万円と前年同四半期に比べ１億１千６百万円(16.7％)の増収と

なり、原価低減に努めたことなどにより、営業利益は１億１千４百万円と前年同四半期に比べ６千７百万円

(144.9％)の増益となりました。
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(2) 財政状態

(総資産)

当第３四半期連結会計期間末における総資産は244億１千２百万円と前連結会計年度末に比べ31億８千５百万円減

少いたしました。その主な要因は、流動資産の商品及び製品の増加２億６千万円および仕掛品の増加１億１千３百

万円などがあったものの、流動資産の現金及び預金の減少22億６千１百万円、受取手形及び売掛金の減少７億６千

５百万円、固定資産の有形固定資産の減少１億１千１百万円および投資その他の資産の減少３億７千５百万円など

があったためであります。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債は97億４千９百万円と前連結会計年度末に比べ35億１千７百万円減少

いたしました。その主な要因は、流動負債の支払手形及び買掛金の減少９億９千５百万円、電子記録債務の減少14

億７千２百万円、短期借入金の減少１億１千５百万円、未払法人税等の減少１億８千６百万円およびその他の減少

８億４千７百万円などがあったためであります。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は146億６千３百万円と前連結会計年度末に比べ３億３千２百万円増

加いたしました。その主な要因は、その他の包括利益累計額のその他有価証券評価差額金の減少１億５千２百万円

などがあったものの、株主資本の利益剰余金の増加３億３千２百万円およびその他の包括利益累計額の為替換算調

整勘定の増加７千４百万円などがあったためであります。

　

(3) 資本の財源および資金の流動性

当社グループの資金需要の主なものは、商品および原材料などの購入のほか、製造経費、販売費及び一般管理費

などの運転資金需要であり、自己資金のほか必要に応じて金融機関からの借入れにより調達しております。

運転資金については、当社および一部の国内連結子会社においてCMS(キャッシュ・マネジメント・サービス)を導

入し、各社における余剰資金を当社へ集中し一元管理を行うことで、資金効率の向上を図っております。また、取

引銀行４行と当座貸越契約を締結しており、資金の流動性を確保しております。

 

(4) 経営方針、経営戦略および対処すべき課題等

当第３四半期連結累計期間において、経営方針、経営戦略および対処すべき課題等について重要な変更はありま

せん。

 

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２億４千８百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,125,000

計 40,125,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年１月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年３月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,605,800 9,605,800
東京証券取引所

JASDAQ
(スタンダード)

単元株式数　100株

計 9,605,800 9,605,800 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2018年11月１日～
2019年１月31日

― 9,605,800 ― 1,028,078 ― 751,733
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2018年10月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2019年１月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
 

普通株式 367,400
 

― 単元株式数　100株

完全議決権株式(その他) 普通株式 9,236,600
 

92,366 同上

単元未満株式 普通株式 1,800
 

― ―

発行済株式総数  9,605,800
 

― ―

総株主の議決権 ― 92,366 ―
 

 

② 【自己株式等】

2019年１月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

株式会社ナ・デックス
名古屋市中区古渡町
９番27号

367,400 ― 367,400 3.82

計 ― 367,400 ― 367,400 3.82
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2018年11月１日から2019年

１月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2018年５月１日から2019年１月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年１月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,655,969 4,394,258

  受取手形及び売掛金 6,923,072 6,157,500

  商品及び製品 1,551,052 1,811,108

  仕掛品 593,017 706,626

  原材料 661,904 734,072

  その他 4,631,166 4,640,786

  貸倒引当金 △8,182 △7,916

  流動資産合計 21,007,999 18,436,436

 固定資産   

  有形固定資産 2,488,846 2,377,255

  無形固定資産   

   のれん 224,968 170,958

   その他 672,555 599,586

   無形固定資産合計 897,523 770,544

  投資その他の資産 ※  3,203,872 ※  2,828,760

  固定資産合計 6,590,242 5,976,559

 資産合計 27,598,242 24,412,996
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年１月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 4,898,645 3,903,360

  電子記録債務 4,408,905 2,936,539

  短期借入金 379,337 264,000

  1年内返済予定の長期借入金 35,284 1,420

  未払法人税等 327,240 141,179

  賞与引当金 － 96,981

  役員賞与引当金 64,000 24,600

  その他 2,676,702 1,829,434

  流動負債合計 12,790,115 9,197,515

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 23,509 27,671

  退職給付に係る負債 49,595 109,791

  資産除去債務 5,760 5,382

  その他 398,069 409,073

  固定負債合計 476,935 551,919

 負債合計 13,267,050 9,749,435

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,028,078 1,028,078

  資本剰余金 754,191 759,889

  利益剰余金 12,225,340 12,557,717

  自己株式 △248,733 △238,724

  株主資本合計 13,758,875 14,106,959

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 391,322 238,805

  繰延ヘッジ損益 △28,229 －

  為替換算調整勘定 199,476 274,101

  退職給付に係る調整累計額 △2,072 △426

  その他の包括利益累計額合計 560,496 512,481

 非支配株主持分 11,820 44,119

 純資産合計 14,331,192 14,663,561

負債純資産合計 27,598,242 24,412,996
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2017年５月１日
　至 2018年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年５月１日
　至 2019年１月31日)

売上高 25,119,875 23,431,461

売上原価 19,805,307 18,928,279

売上総利益 5,314,568 4,503,181

販売費及び一般管理費 3,575,067 3,379,867

営業利益 1,739,500 1,123,313

営業外収益   

 受取利息 1,720 3,399

 受取配当金 10,239 14,792

 持分法による投資利益 58,692 67,159

 為替差益 2,391 －

 補助金収入 38,921 40,132

 その他 49,959 33,978

 営業外収益合計 161,924 159,462

営業外費用   

 支払利息 6,735 1,920

 為替差損 － 105,902

 その他 4,391 4,242

 営業外費用合計 11,127 112,065

経常利益 1,890,298 1,170,710

特別利益   

 固定資産売却益 31 297

 関係会社株式売却益 40,282 －

 特別利益合計 40,314 297

特別損失   

 固定資産除売却損 1,056 957

 会員権売却損 127 －

 特別損失合計 1,184 957

税金等調整前四半期純利益 1,929,428 1,170,050

法人税、住民税及び事業税 646,960 293,923

法人税等調整額 △19,536 96,027

法人税等合計 627,423 389,951

四半期純利益 1,302,004 780,099

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,189 32,504

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,298,815 747,595
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2017年５月１日
　至 2018年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年５月１日
　至 2019年１月31日)

四半期純利益 1,302,004 780,099

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 233,715 △146,252

 繰延ヘッジ損益 △11,364 28,229

 為替換算調整勘定 76,770 81,604

 退職給付に係る調整額 △5,528 1,646

 持分法適用会社に対する持分相当額 13,320 △13,447

 その他の包括利益合計 306,913 △48,219

四半期包括利益 1,608,918 731,880

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,606,706 699,580

 非支配株主に係る四半期包括利益 2,212 32,299
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【注記事項】

(追加情報)

(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号　2018年２月16日)等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2018年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年１月31日)

投資その他の資産 58,963千円 58,716千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む)及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2017年５月１日
至　2018年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2018年５月１日
至　2019年１月31日)

減価償却費 368,424千円 303,415千円

のれんの償却額 64,432千円 63,414千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自 2017年５月１日 至 2018年１月31日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年７月25日
定時株主総会

普通株式 177,013 19 2017年４月30日 2017年７月26日 利益剰余金

2017年12月５日
取締役会

普通株式 138,344 15 2017年10月31日 2018年１月12日 利益剰余金
 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自 2018年５月１日 至 2019年１月31日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年７月24日
定時株主総会

普通株式 304,357 33 2018年４月30日 2018年７月25日 利益剰余金

2018年12月７日
取締役会

普通株式 110,860 12 2018年10月31日 2019年１月11日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2017年５月１日 至 2018年１月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

合計

日本 米国 中国 タイ 計

売上高       

  外部顧客への売上高 19,250,953 3,620,071 1,556,145 692,705 25,119,875 25,119,875

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

1,483,826 41,161 58,267 471 1,583,727 1,583,727

計 20,734,780 3,661,232 1,614,413 693,176 26,703,602 26,703,602

セグメント利益 948,662 638,381 61,662 46,859 1,695,565 1,695,565
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,695,565

セグメント間取引消去 43,935

四半期連結損益計算書の営業利益 1,739,500
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2018年５月１日 至 2019年１月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

合計

日本 米国 中国 タイ 計

売上高       

  外部顧客への売上高 17,486,186 2,994,236 2,143,201 807,836 23,431,461 23,431,461

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

1,981,654 35,069 69,360 1,777 2,087,862 2,087,862

計 19,467,841 3,029,306 2,212,562 809,614 25,519,323 25,519,323

セグメント利益 584,003 270,418 146,084 114,792 1,115,299 1,115,299
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,115,299

セグメント間取引消去 8,014

四半期連結損益計算書の営業利益 1,123,313
 

 

EDINET提出書類

株式会社ナ・デックス(E02011)

四半期報告書

14/17



 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2017年５月１日
至 2018年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年５月１日
至 2019年１月31日)

１株当たり四半期純利益 140円51銭 80円98銭

    (算定上の基礎)   

 　 親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 1,298,815 747,595

 　   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

1,298,815 747,595

  　  普通株式の期中平均株式数(株) 9,243,044 9,231,391
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第69期(自　2018年５月１日　至　2019年４月30日)中間配当については、2018年12月７日開催の取締役会におい

て、2018年10月31日最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に対し、次のとおり中間配当を行

うことを決議いたしました。

①　中間配当金の総額 110,860千円

②　１株当たり中間配当金 12円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2019年１月11日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 
 

 

2019年３月13日
 

株式会社ナ・デックス

取締役会　御中
 

 

有限責任監査法人　トーマツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 城　　戸　　和　　弘 ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 三　　浦　　宏　　和 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ナ・

デックスの2018年５月１日から2019年４月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2018年11月１日から2019

年１月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2018年５月１日から2019年１月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナ・デックス及び連結子会社の2019年１月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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